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（4）線形経済から循環経済へ ～限りある資源の効率的な利用を～
奴間　伸茂＊

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*　塗料塗装技術研究所　代表

１．はじめに
　この原稿を書き上げた日曜日の朝刊一面のトップに
は「温暖化 膨らむ気候難民　50 年に 2 億人も」の見
出しが躍っていた（1）。
　大量生産・大量消費型の経済社会活動は、大量廃棄
型の社会を形成し、健全な物質循環を阻害するほか、
気候変動問題、天然資源の枯渇、大規模な資源採取に
よる生物多様性の破壊など様々な環境問題にも密接に
関係している。資源・エネルギーや食糧需要の増大や
廃棄物発生量の増加が世界全体で深刻化しており、一
方通行型の経済社会活動から、持続可能な形で資源
を利用する「循環経済」（サーキュラーエコノミー：
CE）への移行を目指すことが世界の潮流となってい
る。
　SDGs は持続可能能な社会を目指すものであるが、
そのためには循環経済への移行が不可欠である。
　本稿では、限りある化石資源である石油資源消費の
最小化を実現するための有力な方策として「バイオマ
ス由来原料の塗料への応用」を考えてみたい。

２．「循環経済」（CE）実現に向けて
　CE について環境省の公表資料（2）を利用して簡潔
に説明する。
　CE と は、 従 来 の 3R（Reduce、Reuse、Recycle）
の取組に加え、資源投入量・消費量を抑えつつ、ストッ
クを有効活用しながら、サービス化等を通じて付加価
値を生み出す経済活動であり、資源・製品の価値の最
大化、資源消費の最小化、廃棄物の発生抑止等を目指
すものである。また、循環経済への移行は、企業の事
業活動の持続可能性を高めるため、ポストコロナ時代
における新たな競争力の源泉となる可能性を秘めてい
る（図１）。

　2.1　線形経済における課題は山積
　図１を眺めながら、現在の線形経済において、課題
は山積していると改めて思う。
①原材料から塗料を製造する過程において無駄は十分

に排除されているか？
②塗料は被塗物の長寿命化を実現する。それによって

限られた地球資源、製品製造に必要なエネルギー
の無駄な消費を抑えることができるが、まだまだ
長寿命化の可能性、無駄をなくす余地はある。

③塗装工程における無駄の排除の余地はまだまだあ
る。塗着効率を限界まで上げる（塗装工程におけ
る廃棄物の大幅削減）。硬化に要するエネルギーの
削減（焼付け温度を下げる。焼付け時間の短縮）。
温度・湿度の変化によって仕上がりが影響を受け
にくいロバストな塗料設計。

　以上の諸課題の達成のスピードアップには従来の仕
事のやり方を見直す必要がある。
　原料メーカー、塗料メーカー、塗装機器・塗装設備
メーカー、塗装現場、最終顧客さらには大学、公的研
究機関等との組織の壁を越えた連携・協業の推進が必
要である。

　2.2 循環経済への移行に当たって―「資源消費
の最小化」が必須

　図１を眺めて、まず考えなくてはいけないことは、
現状の原材料に依存していてよいのか、という点であ
る。
　塗料は、図２に示すように、樹脂、顔料、機能性付
与剤、添加剤、溶剤（水性塗料の場合は水が主体、粉
体塗料の場合は殆ど含まれない）から構成されている。
塗料に使用される代表的な樹脂を表１に示す。最も多
く使用されている合成樹脂、三次元架橋硬化に欠かせ
ない硬化剤（架橋剤）のほとんど全ては化石原料であ
る石油由来原料から合成されている。
そして、これらの合成樹脂、硬化剤は、市場、社会の

図１　従来のリニアエコノミーとサーキュラーエコノミーの違い（2）
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要請に応え（図３）（3）、高分子化学等の成果を取り入
れた永年の研究・開発の結果生み出されたものである

（図４）（3）。したがって、今後少なくとも１世紀は基
本的には大きく変化することはないと筆者は考える。
　図３、図４の詳細については、是非とも「塗料技術
発展の系統化調査」（3）を読んでいただきたい。持続
可能な社会を実現する技術を開発するためには、現状
の技術の誕生の背景、基盤を把握する必要があると考
えるからだ。
　溶剤型塗料のシンナーとしてだけではなく、水性
塗料用樹脂の重合（エマルション重合を除く）、粉体
塗料用樹脂の重合には石油由来の各種溶剤が欠かせな
い。
　顔料も石油由来、石炭由来、あるいは天然の鉱石由
来原料から製造されている。機能性付与剤、添加剤も
同様である。
　なお、各合成樹脂、顔料（有機顔料、無機顔料、防
錆顔料、体質顔料、その他）、溶剤、その他の塗膜形

成主要素及び副要素などあらゆる塗料用原料に関して
は一般社団法人 日本塗料工業会の貴重な労作である

「塗料原料便覧　第 9 版」を参照されたい（4）。
　持続可能な社会実現のためには、限りある化石原料
由来の塗料原料消費の最小化が不可欠な課題となる。

　2.3　「石油資源消費の最小化」実現の手段
　限りある化石原料である石油資源由来の塗料原料消
費の最小化を実現する方策は決して多くない。
①バイオマス由来原料の開発
　バイオマスとは、動植物などから生まれた生物資源
の総称である。光合成により CO2 を吸収して成長す
るバイオマス資源を燃料とした発電は「京都議定書」
における取扱上、CO2 を排出しないものとされている。
　再生可能エネルギー源としてのバイオマスについて
は資源エネルギー庁の資料「再生可能エネルギー」（5）

などを参照されたい。
　原料として植物などの再生可能な有機資源を使用
するバイオマスプラスチック、およびプラスチック
としての機能や物性に加えて、ある一定の条件の下で
自然界に豊富に存在する微生物などの働きによって分
解し、最終的には二酸化炭素と水にまで変化する性質
を持つ生分解性プラスチックを合わせてバイオプラ
スチックと定義されている。このようなバイオプラ
スチックについては、「バイオプラスチック導入ロー
ドマップ ～持続可能なプラスチックの利用に向け 
て～」（6）等を参照されたい。
　バイオプラスチックの種類を図５に示す（7）。
　バイオプラスチックは再生可能なバイオマス資源を
原料に、化学的または生物学的に合成することで得ら
れるプラスチックであり、それを焼却処分した場合で
も、バイオマスのもつカーボンニュートラル性から、
大気中の CO2 の濃度を上昇させないという特徴があ
る。これにより、地球温暖化の防止や化石資源への依
存度低減にも貢献することが期待される。
　バイオマスプラスチックは原料にバイオマスを利用
することに特徴があるが、塗料用原料の種類は多岐に
わたる。バイオマスを全面的に使うか部分的に使うか
によって分けられる（7）。
a）全面的バイオマス原料プラスチック
　バイオマスから作られた原料だけを原料にしたプラ
スチックでポリ乳酸・変性澱粉などが含まれる。
　現在は石油原料によって製造されているポリブチレ
ンサクシネート系（PBS、PBSA）も、原料のコハク
酸と 1,4 ブタンジオールの両方がバイオマス原料への
切り替えが実現すると、このタイプに分類されること
になる。
b）部分的バイオマス原料プラスチック
　ポリプロピレンテレフタレート（PPT）の、片方の
原料であるプロピレングリコールを醗酵法で作った製
品がすでに販売されている。またポリ乳酸の共重合物、
酢酸セルロース系もこの分類に属す。
　現在、石油原料によって製造されているポリブチレ
ンサクシネート系（PBS、PBSA）、の原料のコハク酸、
またポリブチレンアジペートテレフタレート（PBAT）
の原料の 1,4 ブタンジオールをバイオマス原料に切り
替える計画が進められており、これが実現すると、こ
の「部分的バイオマス原料プラスチック」タイプに分
類される。
　なお、一般に「バイオマス」と言う場合は「活用で

図２　塗料の構成要素

表１　塗料用樹脂の分類

合成樹脂 ・ほとんどの塗料に使用
されている。

・化学反応により合成さ
れる。

・塗装－乾燥－硬化が完
了するまでは流動性の
ある液状

アクリル樹脂、ポリエ
ステル樹脂、エポキシ
樹脂、フェノール樹脂、
アルキド樹脂、メラミ
ン樹脂、フッ素樹脂　
等々あらゆる合成樹脂

セルロース
系樹脂

・天然の高分子化合物で
ある繊維素（セルロー
ス）を酸等と反応

ニトロセルロース（硝
化綿）、CAB（セルロー
ス アセテート ブチレー
ト）

天然樹脂 ・地中に埋もれ化石化し
た樹脂や樹木より採取
された樹脂

ロジン（松脂）、セラッ
ク

油類 ・動植物から絞って取り
出した油。空気中の酸
素による乾燥の速さに
より乾性油、半乾性油、
不乾性油に分類

亜麻仁油、大豆油、桐油、
サフラワー油トール油、
ヤシ油など

硬化剤架橋
剤

・ 樹脂中の反応性基との
化学反応により三次元
架橋構造を形成し強靭
な塗膜を形成

ポリイソシアネート、
メラミンホルムアルデ
ヒド樹脂、ポリアミン、
イミダゾール類など
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図３　塗料・塗装技術の系統図（3）

図４　主な合成樹脂塗料の開発系統図（3）

きる生物由来の再生可能な有機資源」と定義され以下
のように分類されている。
・廃棄物系バイオマス：食物廃棄物、家畜排泄物、建

築廃材、古紙など
・未利用バイオマス：農作物非食用部、林地残材など

・資源穀物：エネルギー源や、製品の原料を目的とし
て栽培される植物

・新作物：バイオマス生産に適した、海洋植物や、新
遺伝子組み換え植物

　バイオマス由来原料は現状では多岐にわたる塗料原
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料のすべてをカバーするには程遠い存在である。また、
価格的にも石油由来の従来のものと比較して高価格で
ある。
　しかし、塗料用原料を供給する化学メーカー、塗装
会社、塗装工程を有する自動車メーカー等、塗装機器・
設備メーカー、大学、公的研究機関などとコンソー
シアムを形成し粘り強く研究・開発を継続することに
よって、石油に大きく依存する現状を打開できると期
待している。後の章でコンソーシアムの例を紹介する。
②再生プラスチックの活用
　石油由来のプラスチックは、1950 年頃から本格的
に生産が開始され、加工性や物性の高さにより利用が
拡大し、日常生活や工業利用として、なくてはならな
い存在になっている。
　プラスチック生産量と廃棄量の増大の概要は以下の
通りである（8）。
• 1950 年以降生産されたプラスチックは 83 億トンを
超え、63 億トンがごみとして廃棄された

• 回収されたプラスチックごみの 79％が埋立あるいは
海洋等へ投棄されている

• リサイクルされているプラスチックは 9％に過ぎな
い

• 現状のペースでは、2050 年までに 120 億トン以上の
プラスチックが埋立・自然投棄される

　一方、直近では、新型コロナウイルス感染症への対
応を通じ、プラスチックの衛生面等における役割が再
認識されている。石油原料由来のプラスチックは人類
の生活になくてはならない存在である。同時に、廃プ
ラスチックも増加の一途をたどっている。
　プラスチック廃棄量の増加と、資源・廃棄物制約、
海洋プラスチックごみ問題、気候変動等の課題との関
連が指摘・懸念されている。2050 年には以下が予測
される。
• 海洋中のプラスチック量が魚の量以上に増加
• 石油消費量に対するプラスチックのシェアが 20％に

上昇
• カーボンバジェット（9）に対するプラスチックのシェ

アが 15％に上昇
　廃プラスチックの有効利用は人類全体の緊急課題で

ある。
　筆者らは、廃物から回収し再生したポリエステル樹
脂を使用して透明で異物の発生やろ過残渣がほとんど
ないアルキド樹脂を短時間で製造する方法を開発し実
用化した（10）。
　具体的に紹介することはできないが、現在も、再生
プラスチックを利用した塗料の開発を精力的に進めて
いる塗料メーカーが存在することは心強い。
　再生プラスチックを利用した塗料開発を業界全体で
推進していただきたい。

３．バイオマス由来原料開発は確実に前進
　「植物由来原料を使用した MMA モノマーのパイ
ロットプラント設計開始～サステイナブル MMA の
本格展開に向け大きく前進～」。このようなインパク
トのある見出しで、本年（2022 年）2 月 16 日、三菱
ケミカル株式会社及びその連結子会社である三菱ケミ
カルメタクリレーツ株式会社は、植物由来原料を使用
する MMA（メチルメタクリレート）モノマーの製造
技術を開発し、パイロットプラントの設計に着手した
ことを発表した（11）。MMA は塗料用アクリル樹脂に
おいて最も多く使用されるモノマーの一つである。
　三菱ケミカルグループは、次の３つの方法により
製造する MMA モノマーを「サステイナブル MMA」
と定義し、製造技術の開発に取り組んでいる。
i） 使用済みのアクリル樹脂を回収、分解して再利用

するケミカルリサイクル（アクリル樹脂（PMMA）
においては、固体のアクリル樹脂を分子レベルで
分解して MMA モノマーに戻すことを示してい
る）。

ii） 既存の MMA モノマー製造プロセスに植物由来原
料を適用する新規製造技術

iii） 植物由来原料から発酵法により直接 MMA モノ
マーを製造する新規製造技術

　今回の発表は、ii）の技術を開発するもので、今回
のプロセスは、植物由来原料を既存プロセスに適用さ
せるものである。これにより 100％バイオ由来の炭素
を有する MMA が製造可能となった。パイロットプ
ラントは 2023 年度に稼働させ、品質及び技術の実証

図５　バイオプラスチックの種類（7）
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を経て、2026 年には既存の商業規模プラントへの適
用を目指すとしている。また、既存の MMA モノマー
製造技術においても、革新的な触媒の開発や生産性を
向上させるプロセスの開発を行い、製造時のエネル
ギー消費や排出物の削減により、環境負荷の低減に努
めるとのことである。
　アクリル樹脂の原料である MMA の世界需要は 360
万トンを超えており、今後も各国 GDP 並みの伸びが
見込まれている。三菱ケミカルグループは、MMA 及
びアクリル樹脂における世界ナンバーワンシェアの
メーカーとして、同事業の可能性を追求し、世界中の
ステークホルダーとともに、サプライチェーン全体で
環境負荷を低減することを通じて、サーキュラーエコ
ノミー実現に向けた取り組みを積極的にリードしてい
くと宣言している。
　MMA につづいて、他のモノマーにも展開していっ
ていただきたい。

４．困難な課題達成のために不可欠な仕組
　持続可能な社会を実現するためには、現在のリニア
エコノミーからサーキュラーエコノミーへの移行は不
可欠である。具体的には、限りある資源の効率的な利
用である。塗料産業にとっては石油原料依存からバイ
オマス原料利用への転換である。
　バイオマス原料の塗料への応用について調べている
過程で「MATSURI」プロジェクトの存在を知った（12）。

「MATSURI」とは、様々な業界のプレイヤーが立場
や業種を越えて知恵を出し合いながら、今までなし得
なかった「藻を基盤とした社会」を構築するプロジェ
クトである。MATSURI の核となる「MATSURI 検
討会」に加わり、新産業の構築にプレイヤーとして携
わる法人には三井化学株式会社などバイオマス由来原
料開発に強い総合化学メーカーなど７社、MATSURI
の活動を通じて、新産業の構築を共に推進する法人に
は旭化成株式会社、三菱ケミカル株式会社、本田技研
工業株式会社、塗料用樹脂、顔料を事業の柱の一つ
とする DIC 株式会社、塗料業界からは武蔵塗料ホー
ルディングス株式会社など 19 社がパートナーとなっ
ている。他に佐賀市など自治体が参加している（2022
年 4 月 23 日現在）。
　微細藻類は太陽光のエネルギーを用いて、二酸化炭
素を吸収しながらタンパク質・脂質・炭水化物などを
生成する。それらの生成物は、化石資源を代替・補完
し、燃料やプラスチック、食品、塗料、化粧品などの
原料となる。
　今まで実現されていない革新的（革命的）な困難な
課題達成、事業化は、一社、あるいは小規模グループ
では達成困難である。パートナーが知恵を出し合い、
連携して事業を成功させていただきたい。

５．おわりに
　バイオマスを塗料設計に生かす、これは筆者の長年
の夢であった。これは、SDGs のゴール 13　気候変動
に対する具体的な対策の有力候補である。また実現が

難しいからこそ、ゴール 17　パートナーシップで目
標を達成しなければならない。
　嬉しいことに夢の実現に向かって世の中は動いてい
る。読者の皆さんのご協力、ご支援を切に願う。
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クオリコート（QUALICOAT）2022年度の規定変更点について

伊藤　朋成 *

トピックス

１．QUALICOATとは！
　QUALICOAT とは建築用アルミニウムの塗装品質
を維持推進するため、1986 年に欧州で発足した民間
の国際機関（本部：チューリッヒ）であり、35 年以
上自主的に運営している世界的実績のある規格認証
制度を管理しています。QUALICOAT は、独自の品
質規格に基づいて、粉体塗料・前処理・塗装工程を総
合的に審査・認証し、建築用アルミニウム塗装品の
品質性能を保証します。QUALICOAT 本部は各国１
機関を GL（ジェネラル・ライセンシー）として契約
し、この GL にその国における認証権限を委譲してい
ます。現在約 60 ヶ国、500 工場の認証実績がありま
す。QUALICOAT 認証取得の意義はもちろん輸出を
見据えた将来の市場性を獲得することにありますが、
QUALICOAT JAPAN としては認証取得のための社
内工程管理の整備もまた大きな意義であると考えてお
ります。QUALICOAT 自体が ISO 17065 に基づく高
次な製品認証機関としての認証を取得していることも
あり、その審査は独立性・公平性を有し、単に製品品
質試験では終わらない、資材の認可・工程管理まで含
んだ網羅性に優れたものとなっています。近年地域・
規模を問わずリコールが多発する中、こうした管理
チェックも認証取得の副次的な意義となりうると考え
ます。

２．現　状
　世界的には現在 60 ヶ国 500 工場、770 の塗料シス
テム、100 の代替前処理剤に認証・認可を与えていま
す。
　日本では 2008 年に軽金属製品協会と日本パウダー
コーティング協同組合により QUALICOAT JAPAN
が設立され、塗料と前処理剤の認可及び塗装工場のラ
イセンス認証事業を行っています。2011 年に代替前

処理剤（クロムフリー）として日本シー・ビー・ケミ
カル（株）の「ケミボンダー 5500」を、2014 年に塗装
工場として（株）マルシンの松伏工場を第１号認可・
認証しています。また 2016 年にはリクシル・ベトナ
ム工場が QUALICOAT そして陽極酸化表面処理製品
認証である QUALANOD を取得しています。また、
そ の 審 査 は QUALISURFAL と い う QUALICOAT
とは別組織に認定された試験機関が担うこととな
り、日本では軽金属製品協会試験研究センターの
QUALISURFAL に認定された試験員が行います。そ
の他に、QUALICOAT JAPAN は認証取得の相談も
受け付けておりますし、建材において、日本ではまだ
溶剤塗装に比べ粉体塗装が他国ほど普及していないた
め、粉体塗装そのものの理解を深め、メリットを訴求
していくことも必要です。デベロッパーやゼネコン、
あるいは官公庁・地方自治体へも PR し、その環境性・
安全性あるいは実績を含めた品質性を広めようと活動
しています。
　QUALICOAT本部関係ではEC（Executive Committee） 
と TC（Technical Committee）の会議が各年２回、５
月と 11 月に行われています。11 月はロンドンにて、
５月は各地で実施されており、今年の５月はマドリッ
ドです。必要に応じて日本からも参加しております。

３．2022年度の規定変更点
　当認証制度の本丸、QUALICOAT 規定書は作業部
会や各国の提案・検討を受け、TC で議論、EC で承
認されたのち、更新文書として改訂・追加され毎年刷
新されています。通常業務から派生した見直しに加え、
昨今は認証対象の拡大やマーケティング視点での見直
しも検討されています。2022 年１月の変更点につい
て紹介します。

更新文書 No. 5　可燃性に対する要求
　塗料の技術データシートの内容として、可能であ
れば可燃性の情報を記載するよう追記されました。
2017 年ロンドンでの高層住宅火災の影響もあり、例
として EN 13501-1 “Fire classification of construction 
products and building elements - Part 1: Classification 

*（一社）軽金属製品協会
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using data from reaction to fire tests”が挙げられてい
ます。要求事項ではありません。

更新文書 No. 6　塗装業者の試験室設備の要求事項
　従来、塗装業者が保有すべき試験機・設備が 11 項
目明記されていましたが、QUALICOAT が規程する
試験内容に合わせ、具体的な付帯条件が追記されまし
た（11 項目中 5 項目：太字部分）。
1） 60°入射光モードでの測定に適した光沢度計
2） ISO 2360 に基づく膜厚計２台（対応する校正基準

60 µm）
3） 精密天秤（精度 0.1 mg）１台（２つの社内管理用

校正分銅）
4） 付着性試験に必要なカッター及び器具
5） おもり落下性試験機
6） ４ヶ所（被処理物３ヶ所及び炉内雰囲気１ヶ所）

の温度、時間の記録計
7） 電導度計（≤100 µS/cm の校正溶液）
8） 耐屈曲性の割れ抵抗性試験機器
9） 耐溶剤性試験（重合度試験）用の溶液
10） pH 計（塗装工場の pH 値に対応する校正溶液）
11） 皮膜重量測定の分析に指定された装置（3.3.2 項に

よる薬品前処理のみ）

更新文書 No. 7　薬品前処理システム評価のための“10
＋ 2 規則”
　前処理に使用できる薬品は QUALICOAT によって
認可されたものだけと規定されていますが、その認可
更新に課されるルールが一部厳しくなりました。塗装
業者の審査では耐酢酸塩水噴霧試験として試験片 3 つ
を試験しますが、その不合格数で A ～ D と評価され
ます。
耐酢酸塩水噴霧試験評価基準
A 評価． 3 試験片合格＝ 0 試験片不合格
B 評価． 2 試験片合格＝ 1 試験片不合格
C 評価． 1 試験片合格＝ 2 試験片不合格→耐酢酸塩水

噴霧を再試験
D 評価． 0 試験片合格＝ 3 試験片不合格→すべての試

験を再試験（再審査）
　一方、薬品の審査ではその結果を本部で全世界分を
集計し、不合格率が 10% 以上、また C/D 評価が２件
あった場合、監視対象となり、２年連続となれば認可
取消となりました。以前まではそれぞれ 15%、３件と
されていました。
例：ある認可塗料 XX が全世界で 90 工場で使用され
ている場合、270 試験片中 27 試験片が不合格で、２
工場でC/D評価となっていた場合、“10+2規則”に引っ
かかる。

更新文書 No. 8　QCT 規定書における表現形式の見直
し
　ISO にならって要求事項・推奨事項・許可事項・可
能性（及び能力）をそれぞれ助動詞 shall・should・
may・can によって使い分けし明示するよう統一され
ました。

更新文書 No. 9　3.4 項（陽極酸化前処理）、3.5 項（電
着塗装）の文章明確化
　一部分かりにくい表現について修正が行われまし
た。

更新文書 No. 10　第 4 章　有機塗料認可の明確化
　塗料認可の更新について、フロリダ暴露試験のため
毎年６月までにパネルを提供することが明記されまし
た。試験結果によって一部色が保留、禁止された場合
の対応を含め、改めてスケジュールが整備されました。

更新文書 No. 11　新 RAL 色の導入
　新 RAL 色の導入に加え、クリティカルカラーの指
定、各色許容差の見直しを都度行います。クリティカ
ルカラーとは今日の塗料技術では既定年数に耐えられ
ないとして本部が最初から除外する色のことで、クラ
ス２（屋外暴露３年）に対して９色、クラス３（屋外
暴露 10 年）に対して 114 色規定しています。

更新文書 No. 12　QUALICOAT 3.0
　2021 年 11 月に行われた 35 周年式典で目玉として
紹介された新規プロジェクトが規定書附属書として
導入され、本部直轄で試験的に運用スタートとなりま
した。リサイクルアルミニウムを含む、アルミニウム
材料（押出形材）について３試験（合金組成、腐食の
可能性、微細構造及び押出品質）を行い、押出事業
者に認可ナンバー（E-No.）を付与してこれまで以上
に耐腐食性を訴求します。もちろん従来通りの形材

（QUALICOAT 3.0 認可外）の使用も何ら問題ありま
せん（認証制度として使用する塗料や薬品は認可品（各
P-No.・A-No.）のみとしています）。
・発光分光法（OES）－ EN 14726:2019 に基づく。要

求事項として EN 573-3 を挙げ、さらに Fe/Si<0.55、
Mg/Si は 0.80–1.30 としている。Cu については最大
0.03％を推奨しています。

・陽極サイクル分極（ACP）－ ASTM G102 – 89(2015) 
e1 及び ASTM G69 に基づき、各パラメータを規定
したうえで腐食電位 0.744V 以上としています。

・金属学的調査－研磨しただけの表面と、その後エッ
チングした表面を２段階にわたって複数項目で採点
します（重大な欠陥あり＝ 1 点、存在あり＝ 2 点、
欠陥無し＝ 3 点）。第１段階は Die line、Strikes、
Tearing、Dark bands、Blistering、Pick-up を 採 点
し 11 点以上、Inclusions、Overpressure extrusion、
Slag、Oxides を 採 点 し 8 点 以 上。 第 ２ 段 階 は
Secondary recrystallization、Determination of grade

（Grain size ≥5）、Precipitates compounds、Inclusion 
present in the grain、Inclusion present in the grain 
boundary を採点し 11 点以上で合格です。

　以上細かいことから時事性あることまで、規定書と
して常に改善を図り公平に実行させていくことが国際
認証制度としての QUALICOAT の魅力となっている
といえます。
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フィリピン マニラから

生井　智之 *

海外情報

当事務所の紹介
　株式会社板通 マニラオフィスの生井と申します。
　当事務所は 2005 年に開設して以来、17 年を迎えま
す。日本と同様に、塗料をはじめ、工業薬品、接着剤
などの化学品や、工業資材を取り扱っております。
　本稿では、現地に８年住んでおります私の視点にて、
人々の国民性という点から、現地の文化をご紹介させ
て頂きます。さらに、コロナ禍が現地に与えた影響と、
現在急速にコロナ禍から回復していく様子をとりあげ
たいと思います。

ポジティブな国民性
　みなさんは、フィリピン、またマニラと聞いて、ど
のようなイメージを持たれますか。
　おそらく、貧困、混沌、スラム街といった、あまり
ポジティブではない印象を持たれる方が多いのではな
いかと思います。
　もちろん、そのような一面も事実ですが、一方で非
常にポジティブな面として、現地の方々の国民性をご
紹介したいと思います。
　1 つ目に、家族を非常に大切にすること。
　現地の人たちにとって、仕事やお金よりも、大切な
ものは家族です。
　家族のイベント、特に子供の誕生日や、赤ちゃんが
生まれた後の洗礼式などでは、家族だけでなく遠方の
親戚まで集めて盛大なパーティーを行ったりします。
パーティーの費用だけで、１ヶ月の給料を超えてし
まった、という話もよく聞きます。
　フィリピンでは人口の一割が海外に働きに出ている
といわれますが、これも給料の高い海外で稼いで本国
に送金し、家族を養うことが最大の目的です。家族の
ために頑張る、という考え方が非常に強いのです。
　２つ目は、フレンドリーで人とのつながりを大切に
すること。
　例えば、現地の会社では、社員の福利厚生として「ア
ウティング」（社員旅行）と、「クリスマスパーティー」
が必ずあります。
　みなさんにとっては考えにくいと思いますが、入社
する会社を選ぶ際にも、このようなイベントがどれだ
け充実しているかが、一つの大切な基準となっていま
す。
　皆、コミュニケーションをとることが好きで、この
ように皆でわいわいがやがやできる「お祭り」は、現

地の方々の大きな楽しみなのです。
　３つ目は、前向きで寛大であること。
　何か問題が起きた時でも、現地の方々は、動転した
り、他人に強く怒ったり、ということがあまり見られ
ません。「慌ててもしかたない、きっとなんとかなる」
という考え方が根底にあるように感じます。
　また、他人に対しても寛大で、相手を受け入れよう
とする度量が大きいと感じます。私も着任当初は、言
葉の問題でコミュニケーションに苦労しました。しか
し私の拙い英語でも笑ったり馬鹿にしたりすることな
く、真剣に理解しようとしてくれたことを、非常にう
れしく感じました。

コロナ禍での外出制限
　明るく寛大で、家族や人とのつながりを大切にする。
人が集まるお祭りやイベントを心から楽しみにしてい

* 株式会社板通　マニラオフィス

従業員とその家族にて近隣のビーチに社員旅行（2017 年５
月）。皆イベントを心から楽しみにしている

クリスマスの社内食事会（2021 年 12 月）。外出制限下に
て可能な範囲での小規模なイベント
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る。そんなフィリピンの人々にも、2020 年２月ごろ
から、コロナは例外なく襲い掛かってきました。
　2020 年３月中旬には、当時まだ世界的にも例が少
なかった「ロックダウン」が政府により宣言され、厳
しい外出制限が敷かれました。
　最も厳しい時には、次のような状況でした。
　エッセンシャルワーカー以外で外出してよいのは、
一家に１名、食品や薬品生活必需品の買い物のみ。屋
外の散歩や運動も禁止。さらには、18 歳未満と 60 歳
以上の人は完全外出禁止。
　もちろん、飲食店や食品・薬品以外の小売店も営業
できません。
　多くの会社では「ノーワークノーペイ」が徹底され
ており、仕事ができなかった場合、給与は支給されま
せん。また、日本のように、休業中の店舗への公的な
補償もありません。
　ロックダウンが始まって１ヶ月後の４月には、失業
率が 17％を超える事態となりました。
　2020 年５月以降は、感染者の状況に応じ、外出制
限は厳しくなったり緩和されたりが繰り返されました
が、一貫していたのは集会の禁止です。人々の大きな
楽しみである、誕生日パーティーも、社員旅行も、ク
リスマスパーティーも、すべて開催できない状況にな
りました。
　約１年半にわたり、学校の対面授業も全面禁止され
ていました。授業はオンラインのみとなり、子供たち
は学校に行って友達と会うこともできませんでした。
　皆、感染防止のためには仕方ないと理解し、大きな
反乱などもなく、規制に忠実に従っていましたが、こ
のような状況は、経済的な面はもちろんながら、人と
のつながりを大切にする現地の文化の視点でも、大き
な試練であったと感じます。

コロナからの回復
　状況が大きく好転しはじめたのは、今年 2022 年１
月です。
　オミクロン株が台頭した１月中旬をピークに、感染
者数は減少の一途をたどるようになりました。本稿を
執筆している４月上旬の時点では、１日当たりの感染
者数は、ピーク時の約 100 分の 1 である約 400 人にま
で減少しています。
　政府は２月より、段階的に規制の大幅な緩和を行っ
ています。現在は、集会の禁止も解除され、学校の対
面授業も再開しています。そして何より、集会やイベ
ントも開催できるようになり、弊社の取引先でも、今
年は社員旅行を再開する会社が増えています。
　政府はコロナワクチンの接種を強く推奨しているた
め、集会への参加や飲食店への入店にも、ワクチン接
種証明書が求められます。コロナ以前のようにはまだ
行かない面もありますが、ようやく現地の方々にも、
以前のような明るい笑顔が戻り始めたように実感して
おります。

店先の「ワクチン接種者以外入店禁止」の表示（2021 年
11 月）。政府は接種を強く推進

市場の様子（2022 年４月）。外出制限が緩和され、活気と
賑わいが戻りはじめた

公園の様子（2022 年４月）。長らく外出禁止だった子供た
ちも外に出られるようになった
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コンビニのコーヒー売り場（2022 年３月）。大統領選候補
者の顔のカップが並び、お祭りのよう

これからの飛躍
　感染の再拡大がなければ、今後、規制はさらに緩和
され、コロナ以前に近づいていくものと思います。外
出規制が大幅に緩和われたことで、ショッピングモー
ルや市場も、以前のように人でごったがえすようにな
りました。むしろ、コロナ禍になる前と比べても、こ
れまで我慢した分を取り戻すかのように、より活気に
あふれているように感じます。
　2022 年５月の次期大統領選挙を控え、街には候補
者の写真が並び、お祭りのような雰囲気になっていま
す。経済面でも、現ドゥテルテ大統領が推し進める「ビ
ルド・ビルド・ビルド政策」（インフラ整備推進政策）
が本格的に再開され、鉄道や地下鉄の敷設をはじめ、
インフラ整備が急ピッチで進められています。
　コロナが与えた影響は、それぞれの国によって、感
染状況や規制内容だけでなく、その文化によっても大
きく異なると思います。フィリピンは、人とのつなが
りを大切にする文化であるだけに、その点からもこの
２年間は本当に大変な時期でした。
　この試練がバネとなり、今後はさらに活気が増し、
経済的にも大きく発展・飛躍していくことを強く期待
しております。
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2022年雪の札幌より

トピックス

　今年の冬、テレビを見てると北海道・札幌において
例年になく雪が多い状況が映し出されておりました。
そこで札幌に会社のある（株）村田商店の村田社長（パ
ウダー協理事）に連絡をしてお見舞いと共にその状況
をパウダー誌に投稿していただくことにしました。以
下、村田氏よりの記事と写真です。（事務局）

　ニュースで北海道の今シーズンの大雪をお聞きに
なっておられるかと思っていますが、どのくらい凄
かったかというと、私が今 57 歳、薄毛でドライヤー
が必要なくなってから十数年経ちますが、記憶にない
ほどの大雪に見舞われました。
　特に２月７日月曜日、６日日曜日から雪が降り続け
て１日で雪が 60 センチぐらい積もりました。当然除
雪は行われているのですが追いつかず、７日の朝会社
に行くのに普段 10 分で着くところが、40 ～ 50 分か
かる状態でした。なぜなら、大きな道に出るまで、本
来片側１車線ずつの道が１車線しか無く、交互に譲り
合い行き交うしか方法が無い状態でした。
　また、大きな道に出ても、片側３車線は２車線か１
車線の状態で、右折車がいれば、詰まってしまい、信
号１個超えるのに信号が３回４回変わるのを待たなけ
ればならないという本当に途方に暮れる感じでした。
　当然、路線バスは動いてなく、会社に来れない社員

２月７日会社の前

工業団地の道も１車線

道路脇の雪

がいましたし、車通勤の社員も会社にいつ着くか分か
りません状態です。最低限の配達を会社に来れた人で
終わらせ、無事１日が終わりました。
　この後も雪は降ることが多く、車が交互に道を譲り
あい進む状態は２月中続きました。道路わきの雪は 
2 m、3 m と高く積み上がり、排雪したくても、排雪
場は満杯でより遠くの排雪場まで行かなければならな
く、時間も手間も掛かる状態でした。
　そんなんで、商売は去年よりも低調でした。コロナ
でなく大雪が原因だと思います。
唯一良いことがあるとしたら、毎日のように除雪に励
みましたので、今年の私のドライバーは飛びます。キッ
ト。

（株式会社村田商店　代表取締役　村田　晋）
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経産統計生産動態統計調査より2021年（令和3年）を振り返って

事務局

トピックス

　2021 年も 2020 年初頭から続く新型コロナウイルス
（COVID-19）で始まり終わった年でした。そのような
中、年末の２～３ヶ月コロナ禍は続いていたが第５波

（デルタ株）が過ぎ比較的落ち着いた時期でした。し
かし、2022 年に入った途端に第６波のオミクロン株
が到来し、３月 21 日にまだまだ感染者数が多い状況
ではあったがまん延防止等重点措置期間は東京を含む
18 都道府県で解除された。今後、第７波がやってく
るのでしょうか、オミクロン株の系統の一つであるよ
り感染力が強いと言われている BA2 やデルタ株とオ
ミクロン株を合わせ持ったデルタクロン株が出現して

います。
　また、コロナ禍により 2020 年には種々の業界で生
産量が落ちこみましたが、2021 年前半は 2019 年レベ
ルまで回復基調になって来ていました。そこに、東南
アジア（特にベトナムの影響は大きいようである）に
おけるコロナ禍の影響による自動車関連等の部品の

「供給体制のひっ迫」や「需要の急拡大」による世界
的半導体不足により 2020 年後半は再度関係業界にお
いて生産量が落ち込んでしまいました（例えば、自動
車において半年待ちはザラで、半年後に納車されても
ナビ取り付けはその 1 ヶ月後ということもある状況で

表１　工業用塗料及び主に工業用塗料が使用される業界の対前年比（2021年／2020年／2019年）

経済産業省流動産業統計調査より

製品分類
対前年比

（2021/2020）
対前々年比
2021/2019

参考
2020/2019

粉体塗料 104.8% 100.3% 95.7%
全塗料 102.8% 92.8% 90.3%
水性樹脂系塗料 100.3% 87.3% 87.0%
アミノアルキド樹脂系塗料 104.2% 85.5% 89.1%
アクリル系焼付塗料 99.0% 81.6% 82.4%
四輪自動車 97.3% 81.1% 83.3%
二輪自動車 133.5% 114.0% 85.4%
産業車両 111.2% 105.5% 94.8%
完成自転車 97.0% 95.3% 98.3%
バスシャシー 105.5% 60.0% 56.9%
トラックシャシー 111.5% 93.8% 84.2%
土木建設機械 119.8% 112.3% 93.7%
装輪式トラクター 130.9% 112.2% 85.7%
金属工作機械 147.2% 107.8% 73.2%
ガス機器 97.8% 96.3% 98.5%
石油機器 120.6% 96.8% 80.2%
分電盤 103.6% 105.2% 101.5%
机 102.5% 88.2% 86.1%
機械式駐車装置 79.7% 99.6% 125.0%
自動立体倉庫装置 76.9% 135.3% 176.0%
プレイバックロボット 134.5% 142.5% 105.9%
数値制御ロボット 123.0% 131.4% 106.8%
金属製建具 100.8% 89.8% 89.1%
ミシン 143.7% 107.8% 75.0%
冷凍機 114.4% 92.9% 81.2%
冷凍機応用製品 94.4% 81.8% 86.9%
エアコンディショナ 93.5% 81.0% 86.6%
自動販売機 81.3% 65.4% 80.5%
PC 91.4% 66.1% 72.3%
プリンター 118.8% 123.1% 103.6%
電気冷蔵庫 95.5% 82.0% 85.9%
電気洗濯機 96.4% 93.5% 97.0%
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した）。
　2022 年に入って少しは落ち着くかと思った状況の
中で、２月に入ってからのロシアのウクライナ侵攻に
より石油、天然ガス、小麦不足等による物価上昇と共
に、ロシアでの生産が多いパラジウム等の半導体生産
原料の不足によりまた関係業界の生産状況に赤信号が
灯ってしまった。
　このように、何かしら混とんとした日本及び世界の
状況下ではあるが、2021 年の塗料・塗装業界や関連
業界を経済産業省統計データを基に振り返ってみるこ
とに致します。

1．コロナ禍における塗料、特に工業用塗料が
使用される業界の状況（表１）

　コロナ禍において、2020 年は 2019 年に比べて一部
のコロナ関連企業・業界を除いてほとんどの業界が大
幅な生産量の落ち込みとなった。2021 年はコロナに
よる落ち込みのあった 2020 年に比べればかなり持ち
直しているが、基準となる 2019 年に比べるとまだま
だの状態である。先にも述べたように東南アジアから
の部品調達や半導体不足の影響が後半出てきたことが
大きいと思われる。
　塗料業界は良いも悪いも関係業界の良し悪しが平均
的に出てくる業種でほぼそのような状況を呈してい
る。
　その中で、粉体塗料は他の工業用焼付塗料種に比べ
ればそこそこ頑張っているような数値となっている
が、以前からの VOC 対応，今後に向けての対 CO2，
SDGs 対応等環境対策面を考慮すると何かしら物足り
ない面が見受けられる。

２．1995年から2021年の塗料生産量及び販
売量の推移について

　2.1　粉体塗料生産量と全塗料生産量の推移（暦年）
　（一社）日本塗料工業会統計資料（大元は経済産業
省統計）に掲載されている 1995 年以降のデータから

2021 年までの生産量を見てみると、2000 年以前でも
流動浸漬用塗料含めて 3.26 万トン（1997 年）の生産
量を有していた。2018 年、2020 年と約 4 万トンの生
産量であることから、この約 20 年で約 0.8 万トン程
度しか増えてないことになる。
　環境対策塗料という観点からかなり増加はしている
が、全塗料生産量の低下（約 50-60 万トン）、塗装機
を含む塗装装置性能の向上（塗着効率の改善）、欧州
や中国に比べて対策面が緩い（筆者として感じる）こ
となどが要因として考えられる。塗料生産量の低下と
いう面ではリーマンショック、東北大震災や現在進行
形のコロナ禍によるものが顕著である。

　2.2	 1995年から2021年の粉体塗料生産量と
全塗料販売量の推移について（暦年）

　販売量の方も生産量と同様の動きである。全塗料は
2000 年以前 1997 年に約 227 万トンであったものが、
今は 160 万トン前後で約 60-70 万トンの落ち込みであ
る。
　粉体塗料は 2000 年以前 1997 年に 3.44 万トン、現在
5 万トン弱であることから約 1.5 万トンの増加となっ
ている。生産量の約 0.8 万トンに比べると約２倍であ
る。
　これは他の溶剤系塗料に比べ粉体塗料が溶剤を含ま
ないことから輸入がしやすいことが上げられる。それ
でもこの 20 年で 1.5 万トンは少なく感じるのは筆者
だけだろうか。
　中国は別格として、国土面積が同じくらいのイタリ
アの 10 万トン程度になっても不思議ではないと考え
る。パウダー協での次回海外視察はイタリアを計画し
ているので実際に肌に感じてこのあたりの解明をして
いきたいものである。
　図３は粉体塗料の全塗料生産量に対する割合をグラ
フ化したものである（生産量、販売量）。販売量では
2000 年以前 2％弱であったが、現在ではシンナー含む
で 3％、シンナー除くで 4.3％まで増加している。

図１　粉体塗料及び全塗料生産量推移
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３．工業用焼付塗料分野における生産量と販
売量について（1995-2021年）

　工業用焼付塗料分野としてアミノアルキド樹脂系、
アクリル樹脂焼付乾燥型、水性樹脂系塗料、粉体塗料
の４種類を選択（経済産業省工業統計より）。
☆ 2021 年：工業用焼付塗料分野は全塗料の 17.9％（生

産量）、17.1％（販売量）
①生産量
　2000 年以前で一番粉体塗料の生産量が多かった
1997 年において粉体塗料の割合は 8.9％、アミノアル
キド樹脂系の 35．5％に比べて 1/4 程度の状況であっ
た。それから 24 年　粉体塗料 14.7％、アミノアルキ
ド樹脂系 20.0％とその差はかなり縮まって来ている。
しかし、溶剤系焼付塗料には他にアクリル樹脂系焼付
乾燥型（11.4％）があるのでこれをアミノアルキド樹
脂系にプラスするとその差はまだまだ大きい。
　粉体塗料とその他の塗料では固形分が異なるので、
その点を考慮すると、2021 年では粉体塗料は 24.7％
となり、アミノアルキド樹脂系の 17.7％より多い。し

かし、アクリル樹脂系焼付乾燥型をプラスした溶剤系
焼付塗料としての割合 27.8％にはまだ及ばない。
　環境型塗料である水性樹脂系塗料は自動車関係で
の使用が多いことなどから 50％強と存在感は大きい。
粉体塗料、水性樹脂系塗料の両環境型塗料を合わせる
と工業用焼付塗料分野では約 70％を占めており、今
後もこの割合は更に増えていくだろう。 
②販売量
　生産量と大きくは変わらないが、粉体塗料以外の３
種の塗料は生産量と販売量の差がほぼ同じか若干販売
量の方が少なめとなっているが、粉体塗料は海外から
の輸入が含まれている関係からか生産と販売量の差が
約 1 万トンあり販売量の方が多い。この差分が粉体塗
料は加算されるために生産量よりも数パーセント割合
が増える。
　固形分計算では粉体塗料はアミノアルキド樹脂系と
アクリル樹脂焼付乾燥型を合わせた溶剤系塗料の割合
を越えている（図４参照）。
　最終的に塗装で使用される量は販売量であること及

図３　粉体塗料の全塗料に対する割合（1995-2021）

図２　粉体塗料及び全塗料の販売量推移
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び塗膜になるのは塗料固形分であることから、工業用
焼付塗料分野では粉体塗料が溶剤系焼付塗料を越える
所まで来たことは否めない。しかし、工業用塗料分野
では他にフタル酸系常乾型塗料や二液型ウレタン系塗
料も使用されるので溶剤系塗料の存在感はまだまだ大
きいものがある。
☆☆粉体塗料以外の塗料系の固形分は 50％として計

算

４．終わりに
　環境型塗料である水性樹脂系塗料や粉体塗料への溶
剤型工業用焼付塗料からの切り替えは中国や欧州では
環境問題から強制的・半強制的に切り替えが進んでい
る。
　しかし、日本は一時期の環境悪化の時代が過去と
なったためか何となく進みが遅いと感じられる、粉体

塗料は環境にやさしい塗料と言ってもまだまだ改善す
べき課題を多く有しています。しかし、これらの課題
は使用されていく中で改善されてより使いやすいもの
になって行くことはこれまで多くの塗料種においてな
されて来ており今後に期待するものである。ここに来
て、新たな塗料製造設備の導入や新商品を市場展開さ
れる企業が出てきたのは良い兆候だと思っています。
　環境に関する役所においては、VOC や CO2 削減、
特に VOC 削減では溶剤型から粉体塗料や水性樹脂系
塗料へのシフトを進めるべくこれまで以上に対応して
いただきたい。
　また、現在溶剤型を使用されておられる企業におい
ても今後の日本の環境、大きくは地球の環境を考慮し
て環境型塗料への切り替えを進めて行っていただきた
い。

図４　工業用焼付塗料種別販売量（固形分）割合
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２０２２年（令和４年）１月－ ３月の主な組合活動報告 

 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１） 第１０５回理事会 １月２０日 リモートにて実施 理事１０名、監事 １名

       ☆ 議事録は４月１２日の第１０６回理事会議事録と共にこのあとのページにて掲載。 

２）「パウダーコーティング」誌２０２２年新年号発行 １月２４日付 

   ☆ パウダー協ホームページに２０１５年夏季号以降掲載 含めて 

【情報誌】

    ＊ 巻頭言     年頭のご挨拶   

                一社）国際工業塗装高度化推進会議（ＩＰＣＯ） 理事長  坂井 秀也氏 

         ＊ シリーズ  持続可能な社会の実現を目指すＳＤＧｓ 

                  （３）塗料・塗装産業分野における取組みとは         奴間 伸茂氏

＊ トピックス 粉じん爆発の最新防護技術と最近の動向

                     ＢＳ＆Ｂ セイフティ・システムズ株式会社  那須 貴司氏  

       ＊ トピックス ＡＢＡ資格認定制度 工場塗装管理技術者について

         ＡＢＡ 専務理事（㈱マルシン 代表取締役社長）       近藤  旭氏                               

＊ 海外情報  ベトナム・ホーチミンから 戸﨑産業株式会社   取締役   戸﨑 勇人氏              

【組合誌】

    ＊ パウダー協よりの新年のご挨拶

     ＊ ２０２１年（令和３年）１０-１２月の主な組合活動報告  

     ＊ 名古屋支部研修会報告     ＊ 製品紹介 ４社

    ＊ 組合トピックス 戸﨑産業㈱における外務省 JAPAN SDGs Action Platform  取得報告   

◇ パウダー誌はパウダー協ホームページにアップしております。

      http://www.powder-coating.or.jp/    パウダー協ホームページ 

      http://www.powder-coating.or.jp/pc/  パウダーコーティング誌 

３) 粉体塗装研究会セミナー  

２０２２年第１回目 ２月 １５日（火） リモートにて実施

  参加連絡は３１社から慈善連絡有り。また、年間会員の皆様にはリモートのアドレスを事前 

送付対応をした。  

     １．筒井工業株式会社  代表取締役社長  前島 靖浩氏  ９０分 

      〔 前島氏は日本パウダーコーティング協同組合副理事長、アルミニウム合金材料工場 

塗装工業会(ABA)理事 〕

       ① 同社のご紹介と取組について

   ② ツツイ式Ｔ－ＣＸについて  同社コンサルティング事業部 コミュニケーションセ 

          ミナー（ＬＡＢプリファイル®＆コーチング）他                       

 ２．塗料塗装技術研究所 代表  奴間 伸茂氏  ９０分 

【元 一社）日本塗料工業会常務理事、現 一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）

組 合 便 り １

http://www.powder-coating.or.jp/
http://www.powder-coating.or.jp/pc/
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アドバイザー】 

             パウダーコーティング誌２０２１年夏季号、秋季号、２０２２年新年号に向けて現在注 

目されていますＳＤＧｓについてこれまでのご経験も踏まえて寄稿いただきました。 

今回はその集大成としてご講演いただいた。 

 

４）粉体塗装技術要覧第５版編集会議及び発刊 

    ① ２０２２年に入ってもリモート及びメールにての対応で編集を実施。 

    ② １月末に塗料報知新聞社より発刊。編集委員会を解散。 

     尚、パウダー協会員及び粉体塗装研究会年会員の皆様には１冊/１社配布を実施。 

     

５）クオリコート委員会定例会議  ３月 ２日〔（一社）軽金属製品協会及びリモート開催〕 

 

６）ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕理事会、合同部会他 

    ①  １月２５日 :  理事会  （塗料報知新聞社会場及びリモート開催） 

    ②  ２月１６日 ： 合同部会（塗料報知新聞社会場及びリモート開催）  

             

   ７） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

     ① １月１８日 独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 

 可燃性液体用静電ハンドガンスプレー装置に関する技術指針委員会にリモート 

参加(第３回目会合) アドバイザーとして２回目委員会より参画。 

           ３月にその安全要求事項および試験方法としてまとめられ冊子が発行された。 

  ② ３月  ９日 アルミニウム合金材料工場塗装工業会（ＡＢＡ）総会 リモート 

 ③ ３月１１日 全国中小企業団体中央会 組合活性化オンラインセミナー  リモート 

     

（新会員・会員・関係先転居関係）  

（会員会社） 

１．㈲田岡塗装  ２０２２年３月入会届受理 ４月１２日の第１０６回理事会にて承認手続き 

を実施し、承認されました。 

   場 所 ： 広島県 呉市 天応西条２－１３－２ 

   代表者、ご担当者 ： 代表取締役 田岡 豊氏 

 

２．旭サナック㈱  東京支店移転 １月１０日より  

 東京都千代田区岩本町２丁目１８－３ ＮＢＳ岩本町ビル７Ｆ 

  TEL: 03-5846-9675  FAX: 03-5846-9685  

 

３．㈱中央ネームプレート製作所(北海道支部) 

    ① 氏家 界平氏が代表取締役社長から会長に就任されました。 

       ② 新社長は氏家 利道氏です。 

   

（４月以降の主な今後の予定） 

  １． ４月  ７日(木)   パウダー協会計監査  近藤監事    パウダー協事務所にて 

       ⇒ ４/７に監査を実施し、いくつかの指摘をいただき修正致しました。 
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  ２． ４月１２日(火)   第１０６回理事会    リモート開催  

 ⇒ ４/１２実施致しました。この後の議事録を参照ください。   

  ３． ４月２２日（金） パウダー誌春季号発刊   

  ４． ５月１８日（水） パウダー協第２６回総会  メルパルク東京にて実施予定     

  

（東京都環境局「Clear Sky サポーター」） 

２０１９年９月に登録して２年半経過しました。粉体塗装は目的に合致した塗装方法だと考

えて登録したものです。（ＶＯＣ削減） 

会員の中では、関西ペイント㈱（東京事業所）、関西ペイント販売㈱、㈱三王、大日本塗 

料㈱、中国塗料㈱、ロックペイント㈱様が登録されています。関係団体等では一社）日本 

塗料工業会、一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）、坂井技術士事務所様です。 

東京都に事業所をお持ちの法人及び東京都にお住まいの個人の方々は登録できますのでどう

ぞ！  

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/index.html    

登録者一覧     

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/clear_sky.html 

          

   Clear Sky サポーターロゴ            支給のトートバッグ 

                  

 

  ☆ パウダーコーティング誌のバックナンバーについては２０２２年新年号までの分を 

パウダー協ホームページのパウダーコーティング誌タブにアップしております。 

 

☆ パウダー協ホームページの関連データにつきまして 

   数年前まで掲載してました海外データにつきましては、入手困難や入手できても掲 

載不可のケースが多いことから、経済産業省から出される統計データを当組合(事務 

局)なりにまとめたものを中心に今後は掲載することに致しました。 

５月中には他のホームページの改定を含めてアップして参ります。 

                        以上、パウダー協事務局より 

                                

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/index.html
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/torikumi/clearsky/clear_sky.html
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２０２２年（令和４年）２月４日 

第１０５回 理 事 会 議 事 録 

（リモートにより実施・Ｚｏｏｍ使用） 

 

日本パウダーコーティング協同組合 

福田 良介 

 

(1) 召集年月日     ：  ２０２２年（令和 ４年） １月１１日 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２２年（令和 ４）年 ２月１日（火） 午後１時１０分―午後２時３０分  

                    「リモートにて実施・Ｚｏｏｍ使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

      理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内 １０名本人出席（オンラインにて）、 

出席監事の数     ２名の内   １名本人出席（オンラインにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊  忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田 良介 

  (6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

   

    第１０５回理事会はコロナオミクロン株による第６波の真っただ中のため今回もリモートにて実施。 

承認事項、報告事項に関しては特に異議はございませんでした。 

 

（議事内容） 

 （１） 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

        ① ２０２１年９月-２０２２年１月は入退会無し。 

           ② 賛助会員 ㈱桂精機製作所 ⇒ ㈱ヒートエナジーテック 横浜市港北区新羽町964-21 

         １０月１日付で同社熱設備事業部の分社化によるもの 登録変更  報告のみ 

    ③ ２０２２年１月 ㈲田岡塗装（広島県呉市）より協同精機㈱様経由で資料等の請求が有り、１月２５日に一 

式送付（１月２４日発行のパウダー誌含めて）。 今後、事務局にて対応することを報告。 

 

      ☆ ２０２２年１月２７日現在会員数      組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（＋１社 休会中 ）        

 

（２）報告事項 

     1) 第２６期 9月 － 1月活動報告     

           ・ 第１０４回理事会（ ９月 ３日 リモートにて実施 ）  

    ・ パウダー誌発行（ＷＥＢ版） （ 秋季号 １０月２２日、 新年号 １月２４日 ） 会員全員に印刷して配布 

           ・ パウダー誌編集委員会（ １０月１２日 大井町きゅりあんにて ）  

           ・ 粉体塗装研究会セミナー（ １１月 ９日に 2021-4 を実施 リモート ）  次回は２月１５日 リモートにて 

              参加者 申込人数 ３７名（ 各事業所で数名参加されても１でカウント ）  年間会員向けには毎回ビデオを 

                                                                         送付。 

         ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） ２０２１年度の活動として実施。開 

始は２０２１年５月。  

        編集委員長 ： 河合先生 編集委員 ： 佐川氏（関西ペイント㈱ ）、野村氏（日本ペイント・ 

        インダストリアルコーティングス㈱、柳田氏（旭サナック㈱ ）、壱岐氏（日鉄防食㈱ ）、吉田 

氏（日本パーカライジング㈱ ）、竹内先生（茨城大学名誉教授、研究会会長 ） 

  幹事 塗料報知新聞社 有馬社長、藤井氏、パウダー協 福田 

        ① コロナ禍ではあるが適宜編集委員会を実施（ 会合形式及びリモートにて ） 



32 
 

        ② 発刊は１１月を予定していたが、コロナ禍によりリモートでの活動が主となり、遅れを 

生じて２０２２年１月末の発刊となった。 

          ③ パウダー協会員向けに１冊/１社 贈呈、合わせて粉体塗装研究会年間会員向けに１冊/ 

          １社 贈呈。関係団体への贈呈も有り、贈呈は合計１２０冊ほどとなる。           

      ・ JAPCA News  ２１６（ ９月号 ） - ２２１（ １月号 ）  毎月月初め発行 

          コロナ禍によりニュース項目が多いことから各月２－３回の事前送付版等を配信。 

           ⇒ コロナで会員各位との交流が薄くなることからパウダー誌の印刷送付含めて極力配信回数を増や 

しています。 

     2) 対外活動 

         ・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）理事会 （ １０月２０日、１２月１６日、１月２５日 リモート、ハイブリ 

          ッド方式にて実施され参加 ）  高橋理事、福田 

         ・ クオリコート委員会定例会議 （ １１月 ４日 ハイブリッド方式） 

・ 塗料産業 夢・ロードマップ２０４６ 塗料報知新聞社，都産研，ＩＰＣＯ，ＣＥＭＡ，パウダー協   

   ９月１５日 初回ワーキンググループ会議  都産研にて   高橋大理事、福田出席 

・ 労働安全衛生総合研究所 「可燃性液体塗料用静電ハンドスプレイ装置の安全要求事項および試験方 

法」  のアドバイザーとして第２回目より参画（ １０月２７日、１月１８日 ）  福田 

・ コーティングジャパンでの講演参加（ １２月９日 ＣＥＭＡ⇒ＩＰＣＯ枠の中で） 粉体関係は福田が講演  

・ 中央会振興部主催の「全国団体向け研修」に参加（ １２月１７日 補助金関係 ） 

          ・ 関係団体における総会や賀詞交歓会はコロナ禍により全部中止となった。 

 

 （３） 第２６期予算と１月２７日現在の実績  

           資料 １ ： 第２６期予算と１月２７日現在実績及び今期見込みを報告    

 

（４） その他        

       1) 支部催し報告   

   ・ 名古屋支部 ：  １１月２６日  支部年末研修会  

            １２月  ７日  名古屋支部交流会 

                     名古屋市工業研究所における取組みにも参画 
  ・ 東京支部  ： １１月１７日  支部幹事会 

            １月２０日に支部会の開催を計画するもコロナ禍で中止に。 

  ・ 大阪支部  ： １１月 ９日  支部役員会 大阪ガーデンパレス 

  

        2) 粉体塗装研究会 ： セミナーは２０２１年度６月の２０２１－３，１１月の２０２１－４，をリモートにて実施。 

２０２２年２月の２０２２－１セミナーは２月１５日にリモートにて実施する。〔 ２０２１年４月の２０２１-２セミナー

及び２０２１年度工場見学会は中止、尚、２０２１-１セミナー（２０２１年２月）は対面式で実施 〕  

         （ 配布資料 資料２ 粉体塗装研究会２０２１年度決算  研究会は１-１２月決算 ） 

   

    ⇒ ここまでの報告事項については一括して福田より説明。参加者から特に異議なし。 

 

    次に、関係団体からのご報告をいただいた。（当組合役員の方々で他の関係団体の役員をされておられ 

る方々より） 

  3) ＩＰＣＯ〔高橋（大）理事〕，ＡＢＡ（近藤監事），日塗商・青年部（社本理事）より概況等。 

         ＩＰＣＯ ： ① １２月のコーティングジャパンでの講演(ＩＰＣＯについて 高橋大氏、粉体塗装 

             に関して 福田） 

           ②  溶剤塗装に関する安全ポスターを作成（Ａ２版）⇒ 当組合でも１社１枚は配布。 

             希望者は申告後配布。パウダー協事務局でもニュース等でアナウンスする。 

           ③ ２０２２年５月のコーティングジャパンでの講演 ⇒ 大阪支部にて講演いただく 

ことで基本進める。資料は事務局作成も可） 長谷川副理事長に調整依頼 
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           （高橋大理事より）  

     ＡＢＡ ： ① １１/８ ＳＤＧｓ勉強会を実施。 

                     ② ＡＢＡ認定資格制度 ― 工場塗装管理技術者 について   

パウダー誌新年号に掲載 

           ③ 建築再生展等に展示参加をしていく予定。 

                                         （近藤監事より） 

     日塗商 ：  ① 引き続き粉体塗装研究会セミナーに日塗商青年部として参加。  

                                         （社本理事より） 

 

次に、参加者の方々より現状報告をいただいた。 

  ・ リン酸不足、価格高騰 ⇒ 化成処理剤の価格アップ 

  ジルコニウム処理への変換が進むのでは  ⇒ 川下における認定が必要であるため中々進まな 

いのも実情。 

  ・ 塗料用原材料、特に輸入原料の価格高騰で塗料価格もアップ。販売店含めての値上げ交渉が大 

変な状況。 

    ・ 半導体不足が自動車業界等の生産量に大きく影響。生産量が落ちると塗料の使用量も減るので 

    塗料・塗装業界としても影響が大きい。自動車業界では大きな値引きをしなくても販売できる 

ことから利益としては良好の様である。 

    ・ 筒井工業㈱におけるコンサルティング事業に関して ⇒ ２/１５の研究会セミナーの中で講 

演する. 

    ・ 組合及び研究会会計において各種催しができないことから大きく余剰金が出るようならば賦課 

金や研究会会費を下げることも考える。 ⇒ コロナ禍が落ち着いた後に検討 

但し、組合関係は結構固定費が決まっていること及び研究会からの委託料もセミナー中止等で 

減少している。４月の決算理事会にて２０２１年度の報告を行う。 

 

社本理事より ⇒ 組合におけるデジタル化は！ 

 ① 前任の鈴木氏よりデータはハードディスク保管されている。(紙媒体は極力少なく) 

   1) ネット対応のハードディスクにて通常管理 ＰＣの中は必要最低限のみ（作成中等） 

    一度、ネット対応のハードディスクが急に故障して使用できなくなった。外付けハードディ 

スクにバックアップしていたので故障前数日程度の分は消えたがＰＣ内やメール保管分など 

でほぼ回復。それ以降バックアップ用として２個用意している。 

   2) JAPCA Newsはホームページにもアップしている。また、パウダー誌は２０１５年夏季以降ホ 

ームページにアップ。本来印刷送付は行わないことで対応していたが、コロナで会員各位と 

の意思疎通が薄くなることからこの時期のみ会員分印刷して送付している。 

    （パウダー誌発行１回で ６０００－８０００枚プリンター印刷）  

   3) ＰＣの安全性 ： 使用しているソフト及び外付け機器を説明。 

 

次回理事会は！ 

  ４月上旬（３月に入ったら事務局にて日程調整依頼を出します） 

  近藤監事には監査依頼。                    

                                          以上  
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２０２２年（令和４年）４月１２日 

第１０６回 理 事 会 議 事 録 

（リモートにより実施・Ｚｏｏｍ使用） 

 

(1) 召集年月日     ：  ２０２２年（令和 ４年） ３月２３日 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２２年（令和 ４）年 ４月１２日（火） 午後１時１０分―午後３時００分  

                    「リモートにて実施・Ｚｏｏｍ使用」 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

      理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内   ９名本人出席（オンラインにて）、(別途委任状 ４名)   

出席監事の数     ２名の内   １名本人出席（オンラインにて） 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊  忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田 良介 

(6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

   

    第１０６回理事会は３月２１日のまん延防止解除後もコロナは引き続き高止まりの状況であったことから 

  リモートにて実施。 

 

（議事内容） 

 （１） 承認事項 

    1) 組合員、賛助会員入退会について 

        ① ２０２２年１月-２０２２年３月 入会申し込み１件 

               企 業 名  ： ㈲田岡塗装 

受 付 日  ： ２０２２年３月１７日付( ３月２２日郵送受理 )  

代表者名   ： 田岡 豊氏（ 代表取締役 ） 

ご 担 当  ： 同 上 

住    所  ： 〒737-0883  広島県 呉市 天応西条 2-13-2 

業務形態  ：  塗装業 

⇒ 審議の結果、全会一致で承認 

 

       ☆ ２０２２年３月３１日現在会員数      組合員  ５０社  賛助会員  ２３社（ １社休会中 ）        

        〔 ㈲田岡塗装様承認後 組合員 ５１社 〕 

 

（２）報告事項 

     １） 第２６期１月－３月活動報告     

        ・ ２０２２年賀詞交歓会 ： コロナ禍により中止 

     ・ 第１０５回理事会（ １月２０日）リモートにて実施 理事１０名、監事 １名   

 ・ パウダー誌発行（ＷＥＢ版）（ １月２４日 会員全員に印刷して配布 

      ・ 粉体塗装研究会２０２２－１セミナー（ ２月１５日）  年間会員向けには毎回ビデオを送付。 

      ・ 粉体塗装技術要覧第５版の編集（発刊は㈱塗料報知新聞社） ２０２１年度の活動として実施。 

       ２０２２年 １月末に塗料報知新聞社より発刊。会員に１冊ずつ配布。 

       別途、粉体塗装研究会年間会員向けに１冊ずつ配布（研究会会計処理）  

     ・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）理事会（ １月２５日、２月１６日） 

         ・ クオリコート委員会（ ３月２日） 

     ・ 安衛研 技術指針委員会にアドバイザーとして参画（ １月１８日） 委員長 崔部長 

      「可燃性液体塗料用静電ハンドガンスプレイ装置の安全要求事項および試験方法」  

      ２０２２年３月発刊 １００冊入手  順次配布する。 
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      ＊次回は粉体塗装ガンで同様の委員会を作ることから話があったもの。 

     ・ ＡＢＡ総会（ ３月 ９日）定期総会 リモート参加 

     ・ 中央会主催 組合活性化オンラインセミナー（ ３月１１日） リモート  

      ⇒ 以上の報告事項に関しては特にご意見はございませんでした。 

 

 （３）第２６期事業報告書(案)に関しての審議 

    第２７期事業計画書(案)に関しての審議 

    福田より内容報告。 

   本日の第１０６回理事会内容を踏まえて修正後、理事会メンバーに送付確認いただき、４月 

末までに変更・修正等あれば連絡を事務局まで出していただくことにした。 

   (第１０６回理事会部分報告事項、㈲田岡塗装様承認など) 

⇒ (３)、(４)共に提出された資料については審議の結果、全会一致で承認されました。 

 

  （４）出席者の方々より現状報告他 

１）ＩＰＣＯ  

  ・ ５月１２日 コーティングジャパンでの講演  ＩＰＣＯ枠の中でパウダー協として講演 

     当日２番目の講演  ２０分 (株)大瀧商店 大瀧社長 ２０分 福田もしくは片山理事 

   ・ ４月２１日 合同部会 パウダー協の中でも案内状を回付  

 ２）ＡＢＡ報告  

   ・ １－３月報告。（総会等） 

   ・ 今期は建築再生展などの展示会に出展を計画。(参考 建築再生展 ６月１５-１７日  

     東京ビッグサイト） 

３）出席者皆様の現状報告 

    ・ 塗料用・表面処理用原材料、特に輸入原料の価格高騰で塗料等価格アップ。 

販売店含めて値上げ交渉が大変な状況。(多数の方) 

    ・ 自動車業界の生産量の増減による影響が大きい。（少し良い時期もあったが、ここに来てま 

た半導体不足などで良くない状況が続いている）                     

                                           以上  
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    社内取組「戸﨑産業グリーンプロジェクト（TPG）」として再編 

               (戸崎産業㈱様より) 

  

戸﨑産業㈱様では環境対策対応の取組として以前よりＳＤＧｓ宣言を行っておられましたが、この度、

社内取組「戸﨑産業グリーンプロジェクト（TPG）」として再編されました。 

 

新規取組として、（下記は、戸﨑産業㈱戸﨑社長様からいただいた内容です）

 ① ＧＸリーグの賛同企業として登録されました。（全登録社数４４０社） 

GX リーグ設立準備公式 WEB サイト (gx-league.go.jp)

賛同企業名の製造業の中に弊社名が掲載されました。

  ＧＸリーグとは！  上記アドレスより。 

    「グリーントランスフォーメーション」の略。

２０５０年カーボンニュートラルや、２０３０年の国としての温室効果ガス排出削減目標の達成

に向けた取組を経済の成長の機会と捉え、排出削減と産業競争力の向上の実現に向けて、

「経済社会システム全体の変革」がＧＸです。

１．ＧＸリーグはＧＸ企業が産官学と協働する場  

  ２０５０年カーボンニュートラル実現と社会変革を見据えて、ＧＸヘの挑戦を行い、現在およ 

び未来社会における持続的な成長実現を目指す企業が同様の取組を行う企業群を官・

学と共に協働する場が、ＧＸリーグです。 

      ２．ＧＸリーグが目指すもの 

       ＧＸへの挑戦を行う企業が、排出量削減に貢献しつつ、外部から正しく評価され成長でき 

社会（経済と環境および社会の好循環）を目指します。 

３．ＧＸリーグのコンセプトは「リーダーシップ」

        ＧＸリーグが目指す好循環には多くの企業による自発的・能動的な未来社会への行動、 

        「ＧＸへのリーダーシップ」が必要です。

      ＧＸリーグは、リーダーシップを持って２０５０年のあるべき社会をリードする未来企業の集合体  

を目指します。 

   パウダー協では賛助会員企業の「ＡＧＣ（株）」様、粉体塗装研究会では「ダイキン工業（株）」 

及び「ＤＩＣ（株）」様が全登録社数４４０社に入られております。 

② 大阪万博・共創チャレンジに登録されました。 

TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE （４月７日 登録で弊社・社章が写っております）

戸﨑産業！工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト|TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE 

この、共創チャレンジですが「工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト」という題名にて特に 

ＶＯＣ削減にをテーマに粉体塗装の推奨を進める内容で取組の展開として弊社だけでなく全国 

の工業塗装関係等、塗装に係る皆さんと一緒に環境配慮に取組みたいという思いを持った内容 

です。

組 合 便 り ２

https://gx-league.go.jp/
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
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この共創チャレンジを通じて大阪万博から我々、工業塗装業界のＳＤＧｓ取組みや環境配慮型 

塗装の推進を広く世界に発信できる場となればと思っております。 

 

参考 ：２０２５年日本国際博覧会協会事務局より  登録申請後に届いた内容 

 ご登録いただくにあたりまして、「TEAM EXPO 2025」プログラムについて、簡単にご紹介させていただ 

きます。 別添の PDF 資料も参照いただければと思いますが、 様々な企業や団体などの皆様が取り 

組まれている、または取り組もうとされている、未来社会に向けた「具体的なアクション」 を「共創チャレ 

ンジ」として登録いただき、その共創チャレンジを支援したり、皆様の「共創」を促進する存在になってい 

ただ ける企業や団体様に「共創パートナー」に登録いただいています。 TEAM EXPO では、大阪・関 

西万博とその先に向けた「共創の促進」を目的としておりますので、 広く世界に発信し、共感を得て広 

げていきたい取り組みをご登録いただきたいと思っております。 以上を踏まえまして、申請いただいた 

内容について、以下ご確認をお願いいたします。 ●共創チャレンジ内容について 環境にやさしいクリ 

ーンで安全な塗装を広めることが、御社の共創チャレンジ内容かと理解したのですが、 合ってますで 

しょうか。 

最後に、登録スケジュールにつきましてご連絡させていただきます。 こちらの事務処理上の都合で恐 

縮なのですが、 申請いただいた共創チャレンジ・共創パートナーについては、月次で登録手続き処理 

をさせていただいております。 月の半ばごろに一旦受付を締め切り、その月の月末付けで登録、翌月 

頭に HP で公開という流れとしております。 御社の申請につきましては、3 月分の登録として進めさせ 

ていただければと存じます。 3 月半ばまでに登録内容が固まり、問題なく進みましたら、4 月頭に HP 

で公開させていただけるかと思います  

 

 

戸﨑産業！工業塗装で取り組む SDGｓプロジェクト|TEAM EXPO 2025 | CHALLENGE 

 

   今後もＧＸリーグ、大阪万博を通じてのＳＤＧｓの取組みを戸﨑産業㈱様等を通じて発信して参 

りたいと考えています。（パウダー協事務局） 

 

会員企業の中での取組みの参考になればと事務局として考えております。 

 

               下記は戸﨑産業㈱様のＳＤＧｓ宣言です。 

                        

 

  ☆ 上記アドレスは下線部分の名前でグーグル検索するか、パウダー協ホームページのパウダーコーテ 

ィング誌タブから２０２２春季号を開いてクリックください。 

                                

https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/453
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「春の競演」
　春になると、住まいの近辺では春を競うように様々
な花が咲き誇る。海軍広場と「海軍道路」脇の農業台
地では、花桃の源平咲きが満開の桜並木と春を競い
合っていた。春満開のワンシーンでした。なお海軍広
場は５年後には国際花博覧会の会場となります。
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